
氏名 阿部　祐美子

学位

修士（老年学）

年月日

　

年月日

2004年4月23日

４）川島町民生委員・児童委員研修 2025年8月8日 脳卒中についての講義および障害の疑似体験を
行った.

５）川島町生活支援体制整備事業
　　地域ささえあい協議体「ホットコミみほや」
　　集いの場の講演

2026年4月25日～ フレイル予防講座にて，人生１００年時代を元気
に過ごす健康長寿の3つの柱についての講演を行っ
た.

2024年4月～ 西武文理大学看護学部の助教として，老年看護支援論
Ⅰ・Ⅱ，老年看護学実習Ⅰ・Ⅱ，総合実習（老年看
護），看護とホスピタリティⅠ臨地学習，，災害と地域
づくりを担当した．

２）日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究
Ｃ）
「看護学生向けロービジョンケア能力育成教育プロ
グラムの開発」研究代表者

2025年～2027年度

2024年12月26日
2025年12月25日

介護職員初任者研修にて，こころとからだのしく
みと生活援助技術（食事）の講義を行った．

２）川島町社会福祉協議会介護職員初任者研修

３）川島町社会福祉協議会介護職員初任者研修

大東文化大学スポーツ・健康科学部看護学科特任助手と
して，老年看護学実習Ⅰ・Ⅱ，地域包括ケア実習，基盤
看護学実習Ⅱの臨地実習指導を担当した．

埼玉県看護協会看護学生実習指導者講習会修了
し，看護学生（専門学校生・大学生）の老年看護
学実習，チーム医療演習，総合実習，療養支援看
護実習において，学生の学びが深められるよう指
導を行った．

2010年～2019年

2019年8月～2024年2月

2019年～2023年度
（最終年度のみ）

１）日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究
Ｃ）
「地域在住高齢者の口腔機能向上を目指した呼気筋
トレーニングプログラムの確立」研究分担者

１　教育方法の実践

事項 概 要

５　その他

研究のキーワード

ロービジョンケア ,高齢者の視機能低下,看護教育

１）看護学生への実習指導

２）川越市医師会看護専門学校での講義 2018年7月 老年看護学方法論Ⅰ：高齢者の生活機能を整える
看護の展開食事・食生活①・②の講義を行った．

４　実務の経験を有する者についての特記事項

事項 概 要

研究分野

３　教育上の能力に関する大学等の評価

介護職員等によるたんの吸引等の実施のための研
修（不特定多数の者対象）の演習指導を行った．

2014年～2015年

教育研究業績

2026年 5月 1日

２　作成した教科書，教材

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

老年看護学　老年学　リハビリテーション看護

2023年2月26日

１）日本慢性期医療協会
　　介護職員等によるたんの吸引等の実施のための
　　研修

介護職員初任者研修にて老化の理解（２）高齢者
と健康の講義を行った．

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

１　資格，免許

看護師免許

２　特許等

３　実務の経験を有する者についての特記事項

４　その他



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（学術論文）

（学会発表）

高齢者における効果的な
口腔機能向上トレーニン
グの検討：－地域高齢者
に着目した文献レビュー
－

共著 2025年6月29日 日本老年看護学会第30回学
術集会

地域高齢者を対象とした口腔機能向上ト
レーニングについて文献レビューし，効果
と今後の課題を検討した．

高齢者の口腔関連の機能
低下を予防する新しいア
プローチ

単著 2023年10月28日 第10回日本予防理学療法学
会

オーガナイズドセッションにて，高齢者の
嚥下機能低下のリスクに関連する要因につ
いて報告し，ディスカッションを行った．

終末期リハビリテーショ
ンにおける支援に関する
文献検討

共著 2024年11月2日 第36回日本リハビリテー
ション看護学会学術大会

終末期リハビリテーションにおける支援に
関する研究に焦点あて，文献検討をした．

高齢者の生活機能低下を
予防する住まいと住まい
方

単著 2023年10月28日 第10回日本予防理学療法学
会

オーガナイズドセッションにて，サービス
付き高齢者向け住宅の生活満足度への口腔
関連因子の影響について報告し，ディス
カッションを行った．

サービス付き高齢者向け
住宅入居者の嚥下機能と
生活満足度の関連

単著 桜美林大学大学院老年学研
究科修士論文

2022年3月 サービス付き高齢者向け住宅入居者の嚥下
機能と生活満足度の関連を明らかにした．

サービス付き高齢者向け
住宅入居者の生活満足度
と義歯使用および嚥下機
能との関連（査読付き）

共著 2022年8月 応用老年学16(1),108-118 サービス付き高齢者向け住宅入居者の生活
満足度と義歯使用および嚥下機能との関連
を検討した．
著者：阿部祐美子，渡辺修一郎，伊藤直子

老年学雑誌14号,61-73 サービス付き高齢者向け住宅入居者の嚥下
機能低下リスクに着目し,関連要因を明らか
にした．
著者：阿部祐美子，渡辺修一郎，伊藤直子

共著

サービス付き高齢者向け
住宅入居者の生活満足度
に関連する要因：－嚥下
機能との関連に着目して
－

共著 2021年11月6日 第16回日本応用老年学会大
会

Factors Associated with
the Residents in
Serviced Housings for
the Elderly Facing the
Risk of Dysphagia

共著 2023年6月14日 IAGG Asia/Oceania
Regional Congress 2023

日本老年看護学会第28回学
術集会

2024年3月サービス付き高齢者向け
住宅における高齢者の嚥
下機能低下のリスクに関
連する要因（査読付き）

サービス付き高齢者向け住宅入居者の生活
満足度の関連要因を明らかにした．

サービス付き高齢者向け
住宅利用者の口腔関連機
能の現状

共著 2021年11月6日 第16回日本応用老年学会大
会

サービス付き高齢者向け住宅利用者の嚥
下，発声，呼吸面から口腔関連機能の特徴
を調査し現状を明らかにした．

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

サービス付き高齢者向け住宅における入居
者に関する研究に焦点あて，文献検討し，
動向と課題について明らかにした．

This study investigated the Factors
Associated with Residents' Dysphagia
Risk among residents of Serviced
Elderly Housing.

サービス付き高齢者向け
住宅における入居者に関
する研究の動向と課題

共著 2023年6月16日



（その他）

特集：〔認知症〕〔脳血管障
害〕〔聴覚障害〕の患者さん
とのコミュニケーション

共著 2023年5月 脳血管障害の患者さんとのコミュニケー
ションの執筆を担当した．構音障害・失語
症の事例と対応を挙げ示した．
監修・執筆：森田恵子　編集：須佐公子
執筆：郷原志保，阿部祐美子

民生委員を対象とした高
齢者が抱える障がいの疑
似体験研修についての報
告

共著 2025年11月9日 第20回日本応用老年学会大
会

民生委員を対象に片麻痺や空間認知能力障
害の疑似体験研修を実施した．研修後アン
ケートを通して，高齢者理解を深める教育
的効果について振り返りを行った．

2022～2024年度開講「災害と地域づくり」
の教育実践を評価し，課題として主体的な
実践を支援する必要性が示唆された．

日本看護研究学会第51回学
術集会

2025年8月30日共著災害をテーマとする３年
間の地域共創教育の評価

服薬管理の指示にて実施
した高齢者への訪問看護
事例

共著 2025年11月8日 第20回日本応用老年学会大
会

多くの医療・福祉職と関わる訪問看護師に
ついて，事例をもとに高齢者を対象とした
訪問看護業務を明示化し，訪問看護師の役
割を再考した．
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